
   

静
岡
浅
間
神
社
様
で
は
、
江
戸
時

代
に
幕
府
直
営
工
事
と
し
て
六
〇
年

余
り
の
歳
月
を
費
や
し
造
営
さ
れ
た

貴
重
な
社
殿
群
を
、
平
成
二
六
年
よ

り
約
二
〇
年
間
を
費
や
し
て
「
平
成
・

令
和
の
大
修
復
」
と
称
し
重
要
文
化

財
建
造
物
の
保
存
修
理
事
業
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
弊
社
と
し
て
は
大
歳

御
祖
神
社
本
殿
屋
根
保
存
修
理
工
事

に
続
き
、
一
昨
年
よ
り
楼
門
保
存
修

理
工
事
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。 

楼
門
は
和
様
と
禅
宗
様
の
手
法
を

取
り
入
れ
ら
れ
、
境
内
社
殿
群
で
は

唯
一
の
扇
垂
木
の
入
母
屋
造
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
江
戸
末
期
の
爛

熟
し
た
建
築
装
飾
が
施
さ
れ
時
代
の

特
性
を
よ
く
示
し
て
お
り
、
特
に
彫

刻
は
諏
訪
立
川
彫
り
の
時
代
の
粋
を

尽
く
し
た
も
の
で
木
鼻
や
眼
象
の
獅

子
、
力
神
に
優
れ
た
特
徴
が
表
れ
て

い
ま
す
。
今
回
の
修
復
事
業
で
も
彫

刻
類
は
取
り
外
さ
れ
、
漆
職
人
や
彩

色
職
人
に
よ
り
創
建
当
時
の
極
彩
色

が
見
事
に
色
鮮
や
か
に
甦
り
ま
す
。 

 

楼
門
の
工
事
は
建
物
本
体
と
彫
刻
の
木
部

補
修
を
行
い
、
全
体
の
漆
塗
り
、
彩
色
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
完
成
が
待
ち
遠
し
い
で
す

が
、
来
年
の
一
一
月
の
竣
工
ま
で
に
ま
だ
一

年
余
り
、
気
を
引
き
締
め
て
工
事
を
進
め
て

い
き
ま
す
。 

ま
た
先
月
に
は
北
回
廊
保
存
修
理
工
事
が

弊
社
に
決
定
し
令
和
五
年
ま
で
の
工
事
期
間

と
し
て
着
手
し
ま
し
た
。 

 
 

              

            

今
年
の
十
一
月
に
静
岡
浅
間
神
社
様
の
装

飾
品
や
彫
刻
の
一
般
公
開
を
予
定
し
て
い
る

の
で
、
興
味
あ
る
方
は
是
非
と
も
足
を
運
ん

で
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。 

特
別
公
開 

「
平
成
の
大
改
修
記
念
・ 

楼
門
の
装
飾
品
特
別
展
示
」 

令
和
元
年
十
一
月
三
〇
日
～
十
二
月
二
二
日 

場
所 

静
岡
市
文
化
財
資
料
館 

 
 

 
 

 
 

(

静
岡
浅
間
神
社
境
内
内) 

 

修
復
工
事
の
様
子
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
修
復
が
終
わ
っ
た
飾
り
金
具
や

彫
刻
を
展
示
し
ま
す
。 

心 ゆ た か に 
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甦
る
創
建
当
時
の
極
彩
色 

損傷の激しい部材を同種材にて、忠実に

再現して彫刻していきます。 

筆
を
慎
重
に
動
か
し
、
顔
料
を
調
色
し
た 

岩
絵
具
に
て
修
復
作
業
を
進
め
ま
す
。 
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昨
年
、
浜
松
市
天
竜
区
の
円
光
寺
様
よ
り
、

位
牌
段
の
改
修
の
依
頼
を
い
た
だ
き
訪
問
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
合
板
の
位
牌
段
は

経
年
劣
化
で
色
が
く
す
ん
で
し
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
円
光
寺
様
の
ご
希
望
で
今
度
は
無
垢
材

で
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、
弊
社
の
在
庫
よ

り
自
然
乾
燥
の
ケ
ヤ
キ
材
を
使
用
い
た
し
ま

し
た
。
杢
目
も
綺
麗
で
新
し
く
な
っ
た
位
牌
段

は
檀
家
の
皆
様
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
と

お
も
い
ま
す
。 

 
 

             

               

  

浜
松
市
金
折
町
の
普
門
寺
様
（
臨
済
宗
・
方

広
寺
派
）
で
は
庫
裡
・
書
院
の
上
棟
式
が
七
月

二
一
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
例
年
よ
り

梅
雨
明
け
が
遅
か
っ
た
た
め
、
天
候
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
雨
も
降
ら
ず
無
事
に
上
棟
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
上
棟
式
後
は
餅
投
げ
を
行
い
、

集
ま
っ
た
檀
家
の
皆
様
は
満
足
そ
う
に
笑
顔

で
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。
完
成
は
今
年
の
一
一

月
末
の
予
定
で
、
お
正
月
は
新
し
い
庫
裡
で
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

    

長
く
続
い
た
梅
雨
も
明
け
、
夏
ら
し
い
青
空

が
広
が
る
八
月
五
日
に
神
田
寺
様
（
神
奈
川
県

平
塚
市
・
東
寺
真
言
宗
）
で
は
六
角
堂
の
上
棟

式
を
行
い
ま
し
た
。
現
場
が
遠
方
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
先
月
弊
社
の
作
業
場
で
仮
組
を
す
ま

せ
た
た
め
、
段
取
り
よ
く
作
業
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
現
在
は
内
部
の
造
作
工
事
も
終
了
し
、

屋
根
の
銅
板
葺
き
工
事
に
入
り
、
九
月
末
頃
に

完
成
予
定
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

神
田
寺
様
は
弊
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
瑞

応
寺
様
の
六
角
堂
を
気
に
入
り
、
連
絡
を
い
た

だ
き
今
回
の
工
事
に
至
り
ま
し
た
。 

           

 

ケ
ヤ
キ
の
位
牌
段
へ
改
修 

弊社ではこのような部分的なリフォームも

承っておりますので、ご遠慮なくお声を掛

けていただければと思います。  

ご住職による法要が執り行われ、建設委員の

皆様と職人がご焼香し、工事の安全を願いま

した。  

書
院
・
庫
裡
の
上
棟
式 

六 

角 

堂 

の 

上 

棟 

式 

 



「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
産
業
展
二
〇
一
九
」 

 
 

 
 

 

日
本
テ
ン
プ
ル
ヴ
ァ
ン
㈱
井
上
拓
郎 

「
メ
モ
リ
ア
ル
関
連
業
界
の
動
向
」 

 

メ
モ
リ
ア
ル
関
連
業
界
の
展
示
会
「
エ
ン
デ

ィ
ン
グ
産
業
展
」
が
、
八
月
二
〇
日
か
ら
二
二
日

ま
で
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。
二
〇
一
五
年
一
二
月
に
第
一
回
が
開
催
さ

れ
、
今
回
で
五
回
目
に
な
り
ま
す
。
ち
な
み
に
三

日
間
で
、
二
二
，
〇
八
二
名
の
方
が
来
場
さ
れ
た

そ
う
で
す
（
主
催
者
発
表
）
。
こ
の
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
産
業
展
で
は
、
展
示
会
以
外
に
も
九
〇
以
上
の

セ
ミ
ナ
ー
を
予
定
し
て
お
り
、
出
展
す
る
企
業
や

サ
ー
ビ
ス
内
容
、
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
に
よ
っ
て
業

界
の
動
向
を
伺
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
こ
で
今

回
の
メ
モ
リ
ア
ル
関
連
業
界
の
動
向
に
つ
い
て
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

死
亡
者
数
が
増
加
し
、
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
二
〇

三
五
年
頃
ま
で
は
、
メ
モ
リ
ア
ル
関
連
業
界
に
異

業
種
が
参
入
し
、
競
争
が
激
化
す
る
と
予
て
か
ら

申
し
上
げ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
展
示
会
で

は
、
海
外
企
業
（
中
国
な
ど
）
の
出
展
も
目
立
ち

ま
し
た
。
海
外
企
業
で
取
り
扱
っ
て
い
る
商
材
は

墓
石
や
仏
像
な
の
で
、
目
新
し
さ
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
年
々
出
展
す
る
海
外
企
業
が
増
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
昨
今
の
少
子
高
齢
化
の
影
響
か
、
ペ
ッ

ト
関
連
の
商
材
（
骨
壺
、
棺
、
火
葬
車
な
ど
）

や
、
遺
品
整
理
や
遺
言
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
企

業
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
ペ
ッ
ト

を
飼
っ
て
い
る
世
帯
と
、
高
齢
単
身
者
の
多
さ
が

背
景
に
あ
る
と
推
察
で
き
ま
す
。
現
在
、
日
本
で

は
二
割
弱
の
単
身
高
齢
者
が
お
り
、
こ
の
先
も
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
単
身
高
齢
者
は
見
送
る
人

が
い
な
い
場
合
も
あ
り
、
お
檀
家
に
そ
の
よ
う
な

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
場
合
に
は
、
ご
本
人
の
為
に

も
事
前
に
意
向
を
伺
い
、
遺
言
や
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
に
残
し
て
も
ら
う
事
が
重
要
な
の
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
も
そ
も
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
と

は
、
終
活
と
い
う
言
葉
と
同
様
に
、
近
年
で
は
一

般
的
な
言
葉
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
自
分
の
葬
儀
や
納
骨
に
お
い
て
自
分
の

意
向
を
入
れ
た
い
と
い
っ
た
趣
旨
か
ら
出
来
た
も

の
で
す
。
こ
う
い
っ
た
事
が
一
因
と
な
っ
て
、
葬

送
儀
礼
の
多
種
多
様
化
に
繋
が
っ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
実
際
に
出
展
し
て
い
る
葬
儀
社
に

は
、
直
葬
や
家
族
葬
を
前
面
に
掲
げ
て
い
る
と
こ

ろ
や
、
海
洋
葬
な
ど
と
い
っ
た
散
骨
を
業
務
の
主

体
と
し
て
い
る
企
業
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
先
亡
く
な
る
方
は
年
々
増
え
続
け
ま
す
が
、

従
来
通
り
の
宗
教
活
動
（
布
教
活
動
）
だ
け
で
な

く
、
多
種
多
様
化
に
対
応
す
る
べ
く
柔
軟
に
考
え

な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

「
異
業
種
の
新
規
参
入
」 

 

東
京
の
新
宿
か
ら
八
王
子
や
多
摩
方
面
ま
で
を

繋
ぐ
電
車
に
京
王
線
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

京
王
電
鉄
株
式
会
社
が
運
行
を
し
て
お
り
ま
す

が
、
グ
ル
ー
プ
会
社
に
は
、
京
王
百
貨
店
や
京
王

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
な
ど
あ
り
、
二
〇
一
八
年
度
の
営

業
収
益
は
、
四
，
四
七
五
億
円
の
東
証
一
部
上
場

企
業
で
す
。
こ
の
京
王
電
鉄
で
す
が
、
上
野
で
新

た
に
納
骨
堂
事
業
を
始
め
ま
し
た
。
経
営
主
体
は

宗
教
法
人
で
す
が
、
納
骨
堂
の
事
業
計
画
、
資
金

調
達
サ
ポ
ー
ト
、
建
築
設
計
や
、
納
骨
堂
の
運
営

管
理
や
販
売
ま
で
代
行
す
る
そ
う
で
す
。
自
社
が

運
行
す
る
京
王
線
沿
線
で
は
な
い
場
所
で
納
骨
堂

事
業
を
始
め
た
事
か
ら
す
る
と
、
京
王
電
鉄
の
本

気
度
が
伺
え
ま
す
。 

異
業
種
の
新
規
参
入
の
中
で
も
確
実
に
増
え

る
業
態
は
、
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
で
す
。
過
去
に
も
ア

マ
ゾ
ン
の
僧
侶
派
遣
「
お
坊
さ
ん
便
」
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
同
様
に
僧
侶
紹
介
や
墓
所

紹
介
を
事
業
と
し
て
展
開
す
る
「
株
式
会
社
終
活

ね
っ
と
」
と
い
う
会
社
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
会
社

は
、
二
〇
一
六
年
九
月
に
現
役
東
大
生
が
立
ち
上

げ
た
会
社
で
す
が
、
昨
年
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

配
信
事
業
や
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
事
業
を
手
掛
け

る
「
Ｄ
Ｍ
Ｍ
．
Ｃ
Ｏ
Ｍ
」
（
デ
ー
エ
ム
エ
ム
ド
ッ

ト
コ
ム
）
に
、
一
〇
億
円
規
模
で
買
収
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
買
収
金
額
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
メ

モ
リ
ア
ル
関
連
業
界
は
成
長
が
見
込
め
る
マ
ー
ケ

ッ
ト
と
思
わ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

 



 

い
よ
い
よ
秋
本
番
で
す
ね
。
そ
し
て
実
り

の
季
節
、
キ
ノ
コ
が
美
味
し
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
エ
リ
ン
ギ
、
舞
茸
、
ブ
ナ
シ
メ
ジ
、

え
の
き
茸
な
ど
栽
培
品
が
主
流
で
一
年
を
通

し
て
売
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
キ
ノ
コ
の
旬
は

秋
に
な
り
ま
す
。
ま
た
ど
ん
な
食
材
と
も
相

性
が
い
い
の
で
、
新
米
に
も
よ
く
合
う
優
れ

も
の
で
す
。 

 

キ
ノ
コ
が
低
カ
ロ
リ
ー
な
の
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
れ
に
加
え
て

ビ
タ
ミ
ン
な
ど
の
栄
養
が
た
っ
ぷ
り
含
ま
れ

て
い
る
の
で
次
に
紹
介
し
ま
す
。 

「
ビ
タ
ミ
ン
」 

 

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
は
糖
質
を
分
解
し
て
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
働
き
が
あ
る
の
で
、
疲

労
回
復
に
効
果
が
あ
り
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
２
は

脂
質
の
代
謝
や
細
胞
の
再
生
に
必
須
の
ビ
タ

ミ
ン
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
２
は
脂
質
を
分
解

し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
て
く
れ
る
の
で

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
効
果
的
、
そ
し
て
健
康
的
な

肌
を
作
る
働
き
も
あ
り
、
女
性
に
と
っ
て
は

う
れ
し
い
こ
と
で
す
。 

「
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
「 

 

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
高

め
て
骨
や
歯
を
強
く
し
、
筋
肉
増
強
、
カ
ル
シ

ウ
ム
の
吸
収
サ
ポ
ー
ト
、
肥
満
予
防
、
ガ
ン
予

防
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
に
期
待
が
持
て

ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
脂
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
な

の
で
油
と
一
緒
に
摂
る
と
吸
収
率
が
高
ま
り

ま
す
。
ま
た
キ
ノ
コ
の
中
で
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が

多
く
含
ま
れ
て
い
る
キ
ノ
コ
は
舞
茸
や
シ
メ

ジ
で
す
。 

「
ミ
ネ
ラ
ル
」 

 

ミ
ネ
ラ
ル
は
骨
や
体
を
作
り
体
の
調
子
を

整
え
る
必
須
の
栄
養
素
で
、
多
種
類
の
ミ
ネ

ラ
ル
を
含
ん
で
い
ま
す
が
、
中
で
も
特
に
カ

リ
ウ
ム
が
豊
富
で
す
。
ち
な
み
に
エ
リ
ン
ギ

は
ミ
ネ
ラ
ル
の
割
合
で
み
る
と
七
七
％
が
カ

リ
ウ
ム
に
な
り
ま
す
。
カ
リ
ウ
ム
は
高
血
圧

や
無
気
力
症
、
心
不
全
な
ど
を
防
ぐ
働
き
が

あ
り
、
体
内
で
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

積
極
的
に
摂
り
た
い
で
す
ね
。 

「
食
物
繊
維
」 

 
キ
ノ
コ
は
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
食
物
繊
維

が
豊
富
で
、
食
物
繊
維
に
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
下
げ
、
動
脈
硬
化
、
高
血
圧
、
大
腸
が
ん
、

便
秘
を
予
防
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
キ
ノ

コ
の
食
物
繊
維
は
水
溶
性
の
も
の
よ
り
不
溶

性
食
物
繊
維
が
豊
富
な
の
で
、
便
通
の
改
善

と
体
内
の
有
害
物
質
を
絡
め
と
っ
て
体
外
に

排
出
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

「β

グ
ル
カ
ン
（
ベ
ー
タ
ー
グ
ル
カ
ン
）
」 

キ
ノ
コ
の
多
糖
類
の
こ
と
をβ

グ
ル
カ
ン

と
い
い
、
免
疫
の
活
性
力
を
高
め
、
ウ
ィ
ル
ス

に
対
す
る
抵
抗
力
を
示
し
た
り
、
抗
腫
瘍
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
たβ

グ
ル
カ
ン
に

は
腸
を
き
れ
い
に
す
る
働
き
が
あ
り
、
大
腸

が
ん
の
予
防
に
も
期
待
で
き
、
舞
茸
に
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

「
グ
ア
ニ
ル
酸
」 

 

グ
ア
ニ
ル
酸
と
は
キ
ノ
コ
に
含
ま
れ
て
い

る
旨
み
成
分
で
、
血
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
値
を
下
げ
る
効
能
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
動
脈
硬
化
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
生
活
習
慣

病
の
予
防
に
な
り
ま
す
。
グ
ア
ニ
ル
酸
は
昆

布
に
含
ま
れ
て
い
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
と
混
ざ

る
こ
と
で
さ
ら
に
旨
み
が
強
く
な
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
鍋
物
に
い
れ
て
摂

取
す
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。 

 

キ
ノ
コ
に
は 

私
た
ち
の
身
体 

に
必
要
な
栄
養 

素
が
多
く
含
ま 

れ
て
お
り
、 

ス
ー
パ
ー
で
は 

一
年
を
通
し
て
安
定
し
た
価
格
で
販
売
さ
れ

て
い
る
た
め
様
々
な
料
理
に
使
っ
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。 

知って得する  キノコの話 


